
I I .657 （単原子分子理想気体の内部エネ）=（運動エネルギーの総
という関係を用いる。

（1 内部エネルギーUが
U = 2 n R T

であり、分子の総数Nが
なのでかなりあたりの運動エネルギーの平均Kは

K=ザ
=が「=が

※おそらく解読はボルツマン定数Kの定義より
区=2KT ､ k : RA として求めている。

ただし、このことは受験生はあまり知らないはずなので
ノートのように解けばよいだろう、

（2) U=2nRTより

（3
テク
ジで
で無で使え
ば i . Cu=

※ 定義通り立式すれば/molがT→T+1になったとき、
nG;T=0U + W o u t

⇒ tert-ことなき は 一に 玉



上561 続き
（4）マイヤーの関係 Cp=Cu tR より

Cp=2R+R
i . Cp=

（5 8-_-により

にすきで
※ Yは断熱変化の式（ポアソンの式）

P V0=（一
にでてくる。


